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１．本市における健診について
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1か月児健康診査

3~6か月児健康診査

9~11か月児健康診査

1歳6か月児健康診査

2歳6か月児健康診査

3歳児健康診査

5歳児健康診査

就学時健康診査

R8年度～



２．本市における５歳児健康診査実施の経緯
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令和5年12月　 こども家庭庁通知
「母子保健医療対策総合支援事業（令和5年度補正予算分）の実施について」
⇒5歳児健康診査実施体制整備について示される。

令和6年度　　　国の提示した健康診査方式の検討
①集団健診方式　②巡回方式　③園医方式
①②③の健診体制について医師会及び関係機関と協議

「本市の5歳児人口規模では健診会場の確保や医師等専門職の確保が困難」

令和6年6月　　こども家庭庁「令和5年度母子保健衛生費国庫補助金Q＆A」
「今後２～３年を目処に、対象となる幼児すべてに5歳児を実施する体制を構築いただ
くことを前提に、当面の間は、本事業において、事前の聞き取りやアンケート等を組み
合わせて、発達等に課題のある幼児を対象に健診を実施することも差し支えない」



２．本市における５歳児健康診査実施の経緯
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二段階方式の検討
一段階目：5歳児全数に対して質問票を送付し、回答依頼。
二段階目：回答内容により抽出された対象者に対して、集団健診の実施を想定

令和7年4月　 こども家庭庁　成育局母子保健課　訪問
5歳児健康診査実施に向けての二段階方式の恒久的な実施を求めた。

令和7年8月 こども家庭庁「令和7年度母子保健衛生費国庫補助金Q＆A（一部改正）について」
「対象となる年齢の幼児全てに、発達相談や巡回相談等による聞き取りやアンケート
等を組み合わせて実施等（一段階目）したうえで、医師の関与のもと発達等に課題が
あると考えられた幼児を対象に医師が診察する健診（二段階目）（以下「二段階方式」
という）を行うことも差し支えない」

本市が想定していた二段階方式が恒久的に認められた。

令和8年7月頃
　　　秋～冬頃

5歳児全数に対して、質問票を送付開始。
質問票で抽出された5歳児に対して、集団健康診査実施予定
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３．５歳児健康診査の実施方法について

広報ふなばし
令和8年6月15日号へ
掲載されました。



３．５歳児健康診査の実施方法について
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（１）目的

５歳児に対して健康診査を行い、こどもの特性を早期に発見し、特性に合わせ
た適切な支援を行うとともに、生活習慣、その他育児に関する指導を行い、もって
幼児の健康の保持および増進をはかる。

（２）実施方法

二段階方式：質問票等で抽出された５歳児に対して、集団健康診査実施

一段階目：5歳児全数に対してアンケートを郵送

二段階目：アンケートにてスクリーニングした児や未就園児等に対して

集団健診を実施
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３．５歳児健康診査の実施方法について

《一段階目：アンケート郵送》

①アンケート送付

対象者：年度で5歳になる児（年中児）全数 ※約４，５００人

アンケート：国の示す問診票、SDQ(※）、既往歴、

現在利用するサービス、現在の所属、

集団健診参加希望の有無、相談の有無 等

②アンケート回収（オンライン回答、返信用封筒にて返信）

※SDQ：子どもの強さと困難さに関するアンケート（Strength and 
Difficulties Questionnaire) 。4～18歳の子どもの日常行動を評価し、
情緒や行動面のいわゆる精神症状を把握するためのツールとして
英国で開発された質問紙。既に5歳児健診を二段階方式で実施し
ている松江市等で導入しており、国の5歳児健康診査マニュアル
の事例集にも掲載されている。
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３．５歳児健康診査の実施方法について

《一段階目：アンケート郵送》

③回収したアンケートをスクリーニング

A受  診  勧  奨 ：眼・耳・発音の項目で課題有、かつ現在未受診
B集団健診対象：①保育園、幼稚園等に所属していない児

      ②アンケートで発達面で再度確認が必要とされた児
※すでに療育機関に通園、相談している場合を除く

  ③集団健診を希望された児
C電  話  相  談 ：運動発達で再度確認が必要とされた児

      生活習慣に関する項目で支援が必要とされた場合
D問題なし
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３．５歳児健康診査の実施方法について

《二段階目：集団健診》

対象者：一段階目で集団健診の対象となった児 ※５００人想定

日 時：令和８年１０月～３月の午後

回 数：全８回

会 場：各保健センター

１回あたりの対象人数：４０～８０人程度

スタッフ体制：医師２人（診察）、保健師１４人（計測・問診）

心理士２人（集団遊び確認・個別相談）

保育士２人（集団遊び）、歯科医師1人（歯科診察）

歯科衛生士３人（歯科相談、歯科診察）

栄養士2人（栄養相談）



３．５歳児健康診査の実施方法について
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１事前カン
ファレンス

２問診 ３集団遊び ４計測 ５歯科相談

６歯科健診 ７診察
８心理/栄養
相談

９事後カン
ファレンス

・これまでの経緯
・アンケート結果

・事前アンケート
と変わりないか

・粗大運動
・精神・神経発達、
情緒行動

・身長・体重測定
・更衣の自立状況
・虐待の兆候の有無

・仕上げ磨き
・食事や食習慣
の様子

・総合評価
・必要に応じ
て相談

・医学的判断
・歯科健診を受け
る機会のない児

（３）集団健診当日
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３．５歳児健康診査の実施方法について

（４）５歳児健診後のフォローアップ体制

1段階目

2段階目

・運動発達
・眼、耳、発音
・生活習慣、子育て等

保健センター
・フォローアップ架電
・受診勧奨

こども発達相
談センター

医療機関

総合教育センター

・個別相談

保健センター

・相談時対応

・地区担当フォロー

・精神・神経発達、
運動発達等

・必要時

・上記以外

要アクション項目 フォローアップ担当者
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